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【手続補正書】
【提出日】平成29年12月15日(2017.12.15)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　入力画像データを水平方向に分割した第１画像データを記憶する第１記憶手段と、
　前記入力画像データを水平方向に分割した前記第１画像データと異なる第２画像データ
を記憶する第２記憶手段と、
　前記第１記憶手段及び前記第２記憶手段から前記第１画像データの水平ラインと前記第
２画像データの水平ラインを交互に読み出し、読み出した水平ラインを垂直方向に合成し
た合成画像データを生成する合成手段と、
　前記合成画像データを前記入力画像データの形式の出力画像データに変換する変換手段
であって、前記合成画像データのうち、前記入力画像データにおいて同じ水平ラインに対
応する複数の水平ラインが前記出力画像データの１つの水平ラインに変換されるように前
記合成画像データを変換する変換手段と、
を備えることを特徴とする画像処理装置。
【請求項２】
　入力画像データを水平方向に分割した第１画像データを記憶する第１記憶手段と、
　前記入力画像データを水平方向に分割した前記第１画像データと異なる第２画像データ
を記憶する第２記憶手段と、
　前記第１記憶手段及び前記第２記憶手段から前記第１画像データの水平ラインの半分と
前記第２画像データの水平ラインの半分を交互に読み出し、読み出した前記第１画像デー
タ及び前記第２画像データの水平ラインの半分を水平方向に合成した複数の合成水平ライ
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ンを、垂直方向に合成した合成画像データを生成する合成手段と、
　前記合成画像データを前記入力画像データの形式の出力画像データに変換する変換手段
であって、前記合成画像データのうち、前記入力画像データにおいて同じ水平ラインに対
応する複数の前記合成水平ラインが前記出力画像データの１つの水平ラインに変換される
ように前記合成画像データを変換する変換手段と、
を備えることを特徴とする画像処理装置。
【請求項３】
　前記第１画像データの水平画素数、前記第２画像データの水平画素数、および前記合成
画像データの水平画素数は、前記入力画像データの水平画素数の半分の画素数であること
を特徴とする請求項１または２に記載の画像処理装置。
【請求項４】
　前記合成手段は、前記合成画像データに第１の同期信号を付加して出力し、
　前記変換手段は、前記出力画像データに第２の同期信号を付加して出力する
ことを特徴とする請求項１乃至３のいずれか１項に記載の画像処理装置。
【請求項５】
　前記入力画像データは、４Ｋ画像データであり、
　前記合成手段は、２Ｋ画像データに対応した前記第１同期信号を前記合成画像データに
付加して出力し、
　前記変換手段は、前記出力画像データに前記４Ｋ画像データに対応した前記第２の同期
信号を付加して出力する
ことを特徴とする請求項４に記載の画像処理装置。
【請求項６】
　前記入力画像データおよび前記出力画像データは、デジタル映像信号形式のデータであ
ることを特徴とする請求項１乃至５のいずれか１項に記載の画像処理装置。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００７】
　上記目的を達成するために、本発明に係る画像処理装置は、入力画像データを水平方向
に分割した第１画像データを記憶する第１記憶手段と、前記入力画像データを水平方向に
分割した前記第１画像データと異なる第２画像データを記憶する第２記憶手段と、前記第
１記憶手段及び前記第２記憶手段から前記第１画像データの水平ラインと前記第２画像デ
ータの水平ラインを交互に読み出し、読み出した水平ラインを垂直方向に合成した合成画
像データを生成する合成手段と、前記合成画像データを前記入力画像データの形式の出力
画像データに変換する変換手段であって、前記合成画像データのうち、前記入力画像デー
タにおいて同じ水平ラインに対応する複数の水平ラインが前記出力画像データの１つの水
平ラインに変換されるように前記合成画像データを変換する変換手段と、を備えることを
特徴とする。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００３８
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００３８】
　本実施例２では、実施例１とは異なり、原画像７００の左半分をさらに２等分し、右半
分もさらに２等分する。これにより、ＤＲＡＭ６１０，６１２へのアクセスを９６０画素
単位とすることができる。図７では、水平ライン番号をｎとしたとき、ＤＲＡＭ６１０の
画像７０２の左半分をＬに（２ｎ）を付加した記号で表記し、右半分をＬに（２ｎ＋１）
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を付加した記号で表記する。例えば、Ｌ２は、（０、１）～（９５９、１）の画像部分を
示し、Ｌ３は（９６０、１）～（１９１９、１）の画像部分を示す。同様に、ＤＲＡＭ６
１２の画像７０４の左半分をＲに（２ｎ）を付加した記号で表記し、右半分をＲに（２ｎ
＋１）を付加した記号で表記する。例えば、Ｒ２は、（１９２０、１）～（２８７９、１
）の画像部分を示し、Ｒ３は（２８８０、１）～（３８３９、１）の画像部分を示す。
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